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令
和
7
年
度
一
般
会
計
予
算
他
、

専
決
処
分
の
承
認
、

一
般
会
計
補
正
予
算
等
審
議

●専決処分の承認
・道志村に住所を有する者に 1 人 1 万円給付
・非課税世帯に一世帯あたり 3 万円給付

 

●条例の改正（13 件）

・道志村国民健康保険条例の一部を改正する条例他
 

●変更（3 件）

・工事請負契約の変更について（竹之本地区法面工事）他
 

●公の施設の指定管理者の指定について（6 件）

・道志村交流促進施設　道の駅どうし他
 

●追加　発議第二号
・女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書

 

●同意　第一号
・固定資産評価審査委員会委員の任命　（佐藤豊

とよあき
明さん、池谷忠

ただし
さん）

 

３月
定例会

おもな審議・可決事項

●令和6年度道志村一般会計補正予算（第 6 回）

国庫支出金 � 1,835 万円
地方交付税� 3,117 万円
繰入金	� △ 2,929 万円

総務費（総務管理費）� 2,023 万円
おもな財源 おもな使いみち

●令和6年度道志村一般会計補正予算（第 7 回）

村税 � 1,163 万円
国庫支出金� △ 376 万円
県支出金� △ 220 万円
繰入金� △ 3,796 万円
村債� △ 860 万円

総務費� △ 4,268 万円
民生費� △ 508 万円
教育費� △ 2,167 万円
諸支出金� 2,549 万円

おもな財源 おもな使いみち

［
会
期
］
3
月
4
日
〜
14
日

●
条
例
（
13
件
）

●
変
更
（
3
件
）

●
専
決
処
分
の
承
認
（
1
件
）

●
補
正
予
算
（
3
件
）

●
請
願
（
1
件
）

●
追
加
（
2
件
）
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一般
質問

Ｑ
総
合
戦
略
も
最
終
年
度
と
な
り
、

新
た
な
総
合
計
画
に
当
た
り
村
民
と

の
意
見
交
換
会
の
予
定
、
計
画
へ
の

想
い
い
れ
は
。

A
（
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
）
現
総
合

計
画
は
、
平
成
28
年
度
に
策
定
さ
れ

「
人
と
自
然
が
輝
く
水
源
の
郷
」
を

テ
ー
マ
に
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

自
然
環
境
の
保
全
と
地
域
活
性
化
を

両
立
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
指
針
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
計
画
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
の

計
画
を
踏
襲
し
な
が
ら
よ
り
効
果
的

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
特
に
総
合
計
画
と
同
時

期
に
策
定
さ
れ
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

想
定
を
大
き
く
上
回
る
人
口
減
少
は

極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
そ
の
対
策
が

急
務
で
す
。
人
口
減
少
に
よ
り
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
低
下
し
、
空
き

家
や
荒
廃
農
地
の
増
加
は
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
阻
害
し
ま
す
。

　
ま
ず
何
よ
り
高
齢
者
や
子
育
て
世

代
な
ど
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

支
援
体
制
、
更
な
る
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る

利
便
性
を
整
え
る
こ
と
で
現
在
住
ん

で
い
る
住
民
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
て
い
た
い
と
思
う
よ
う
な

村
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
住
む
う

え
で
最
も
不
便
を
き
た
す
原
因
と
な

る
交
通
事
情
に
つ
い
て
は
、
月
夜
野

ト
ン
ネ
ル
や
都
留
市
へ
の
防
災
ト
ン

ネ
ル
の
整
備
に
一
定
の
目
途
が
つ
い

た
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
解
消

が
見
込
め
る
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
視
点
を
基
に
、
新
た
な

総
合
計
画
は
道
志
村
の
将
来
を
見
据

え
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
村
の
発
展
に
向
け

て
よ
り
良
い
計
画
を
策
定
し
て
い
く

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

Ｑ

観
光
振
興
と
は
﹁
観
光
を
通
じ

て
そ
の
地
域
の
文
化
や
伝
統
を
活
用

し
た
、
経
済
に
良
い
影
響

を
も
た
ら
す
き
っ
か
け
と

な
り
ま
す
﹂
そ
こ
で
、
役

場
、（
株
）ど
う
し
、
観
光

協
会
の
役
割
と
連
携
強
化

は
。

A
（
産
業
振
興
課
長
）

（
株
）ど
う
し
に
つ
き
ま
し

て
は
、
観
光
客
に
対
す
る

地
域
の
特
産
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
企
業
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
、
販
売
促
進
な

ど
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　
観
光
協
会
に
つ
き
ま
し

て
は
、
村
の
観
光
情
報
の

発
信
や
観
光
客
に
対
し
て

魅
力
的
な
体
験
を
提
供
す
る
た
め
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
力
を
入
れ
い
て

い
ま
す
。

　
観
光
振
興
に
お
い
て
は
、
地
域
の

魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
を
通
じ
、
訪
れ
る

人
々
に
感
動
と
満
足
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

ふ
る
さ
と
振
興
課
長

村
の
発
展
に
向
け

よ
り
良
い
計
画
の
作
成

新
し
い
道
志
村
総
合
計
画
は

長
お さ だ

田和
か ず お

夫議員

観光拠点の道の駅どうし

一般質問全文は議会ホームページ会議録をご覧ください。
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Ｑ

学
校
運
営
協
議
会
の
状
況
や
今

後
の
検
討
の
方
向
性
は

A
（
教
育
課
長
）
学
校
運
営
協
議
会

に
つ
き
ま
し
て
推
進
委
員
会
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
中
長
期
的
な
視
点
か

ら
今
後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
７
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

ま
ず
は
、
学
習
支
援
体
制
の
構
築
、

学
校
環
境
の
整
備
、
通
学
路
等
の
安

全
確
保
の
３
分
野
に
つ
い
て
、
地
域

か
ら
の
幅
広
い
支
援
が
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

Ｑ

義
務
教
育
学
校
の
設
置

や
一
体
型
校
舎
を
活
用
し
た

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
は

A
（
教
育
課
長
）
一
体
型
校

舎
は
、
完
成
後
８
年
が
経

過
し
、
こ
の
間
、
教
職
員

の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
９
年
間
を
通
し
た
総

合
的
な
学
習
の
取
り
組
み

な
ど
一
定
の
成
果
を
挙
げ

て
き
た
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

一
体
型
校
舎
を
今
以
上

に
有
効
活
用
す
る
様
、
来

年
度
は
小
中
一
斉
に
授
業
参
観
を
設

け
、
保
護
者
が
相
互
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
連

携
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ

運
行
単
価
の
増
額
に
伴
う
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
方
法
等
の
協
議

の
進
捗
と
来
年
度
予
算
は

A
（
教
育
課
長
）
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
通
学
手

段
で
あ
り
ま
す
が
、
富
士
急
バ
ス
と

の
協
議
に
先
立
っ
て
、
授
業
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
委
託
料
に
つ
い
て
協

議
し
て
き
た
結
果
、
令
和
７
年
度
当

初
予
算
は
22
・
２
％
の
減
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
大
幅
に
予
算
額
を
削
減
で
き
た
要

因
は
、
こ
れ
ま
で
基
本
と
し
て
き
た

下
校
３
便
を
２
便
ま
た
は
１
便
に
変

更
で
き
た
こ
と
、
児
童
・
生
徒
数
の

減
少
に
伴
い
バ
ス
の
小
型
化
を
図
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

Ｑ

学
校
の
図
書
館
を
村
民
に
も
解

放
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

A
（
教
育
課
長
）
施
設
や
備
品
等
を

相
互
に
利
活
用
す
る
こ
と
は
、
経
費

削
減
を
図
る
観
点
か
ら
極
め
て
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　
村
の
貴
重
な
行
政
財
産
を
有
効
活

用
し
、
村
民
へ
の
生
涯
学
習
の
機
会

の
提
供
と
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に

寄
与
で
き
る
よ
う
、
学
校
図
書
室
の

村
民
へ
の
開
放
の
取
り
組
み
を
、
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
再
質
問
あ
り
）

教
育
課
長

学
習
支
援
体
制
の
構
築
、
学
校
環
境
の
整

備
、
通
学
路
等
の
安
全
確
保
の
検
討
を
進
め
る

学
校
運
営
協
議
会
の
現
状
と
方
向
性
は

佐
さ と う

藤真
ま す み

澄議員

小中一体型校舎

学校図書館

一般
質問
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Ｑ

村
長
に
よ
る
、
村
政
に
お
け
る

基
盤
整
備
の
必
要
性
は
。

A
（
村
長
）
人
口
減
少
が
進
む
本
村

に
と
っ
て
、
基
盤
整
備
の
必
要
性
、

中
で
も
都
留
道
志
線
の
新
防
災
ト
ン

ネ
ル
の
推
進
は
、
す
べ
て
の
村
民
の

悲
願
中
の
悲
願
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
の
実
現

に
よ
っ
て
、
村
内
と
村
外
と
の
格
差

を
大
胆
に
是
正
し
よ
う
と
強
力
に
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
国
土
強
靭
化
に
関
す
る
様
々
な
事

業
、
国
道
の
雨
量
規
制
の
撤
廃
、
防

災
ト
ン
ネ
ル
の
推
進
な
ど
は
、
30
年

先
、
50
年
先
、
更
に
１
０
０
年
先
の

子
々
孫
々
が
、
冷
静
か
つ
客
観
的
に

評
価
を
下
し
て
く
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
子
育
て
支
援
事
業
は
。

A
（
村
長
）
地
方
自
治
体
に
と
っ
て

明
る
い
将
来
を
期
待
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
子
ど
も
の
教
育
に
全
力
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
本
村

で
は
、
県
内
に
お
い
て
は
ど
こ
に
も

負
け
な
い
、
全
国
的
に
見
て
も
優
れ

た
支
援
策
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま

す
。

　
出
生
か
ら
、保
育
園
、小
中
学
校
、

高
校
と
、
全
て
の
段
階
に
手
厚
い
支

援
策
を
講
じ
、
子
育
て
世
代
の
保
護

者
に
は
大
き
な
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
村
内
の
子
育
て
世
代
の
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
に
は
、
こ
の
よ
う
な
私

の
気
持
ち
を
汲
み
取
っ
て
い
た
だ

き
、
村
内
で
の
子
育
て
に
明
る
く
夢

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
欲
し

い
と
、大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
村
長
任
期
満
了
に
伴
う
所
見
は
。

A
（
村
長
）
12
年
前
の
村
長
選
へ
の

出
馬
に
当
た
り
、
村
民
の
た
め
、
村

の
た
め
、
道
路
の
整
備
を
強
力
に
推

進
し
よ
う
と
決
意
を
い
た
し
ま
し

た
。

　

ま
ず
手
始
め
に
は
、
道

志
小
中
学
校
の
一
体
型
校

舎
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
次
に
は
、
役
場
の

庁
舎
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

　

整
備
に
当
た
っ
て
は
、

老
朽
化
し
た
庁
舎
を
耐
震

化
す
る
と
と
も
に
、
執
務

ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
確
保

い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

災
害
の
際
に
は
、
防
災
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
避
難
所
と
し

て
の
機
能
が
発
揮
で
き
る

よ
う
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
さ
て
、
私
も
こ
の
３
月
で
、
83
歳

を
迎
え
ま
す
。

　

選
挙
公
約
に
掲
げ
た
最
大
の
施

策
、
道
路
の
整
備
、
特
に
防
災
ト
ン

ネ
ル
の
実
現
に
目
途
が
付
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
12
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
村
議
会
議
員
の
皆
様
、
村
民
の
皆

様
に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

（
再
質
問
あ
り
）

村
長

村
の
強
靭
化
・
道
路
整
備
の
推
進

村
政
推
進
に
お
け
る
基
盤
整
備
は

役場庁舎

山
やまぐち

口栄
えいいち

一議員

一般質問全文は議会ホームページ会議録をご覧ください。



議会だより　No.66 （6）

総務課

●公有財産管理事業  2,488 万円
●広域常備消防事務委託事業 13,217 万円
●防災行政無線管理事業 392 万円
●災害対策事業 519 万円 

●庁舎維持管理事業  1,494 万円
●財政管理費 936 万円
●消防団活動事業           1,110 万円
●公用車管理事業　 　　　　1,338 万円

ふるさと
振興課

●買い物環境整備事業 193 万円
●情報システム事業 7,834 万円
●村民会館（仮）整備事業 41,245 万円

●ふるさとづくり事業 11,398 万円
●公共交通対策費 1,953 万円
●地域活性化企業人事業 615 万円

住民健康課
●保育所無償化事業 583 万円
●児童手当支給事業 2,463 万円
●すこやか子育て医療費助成事業 395 万円

●重度心身障害者医療費助成事業 711 万円
●児童健全育成事業 752 万円
●障害者介護給付事業 2,842 万円 

産業振興課
●環境保全事業  5,619 万円
●農村地域防災減災事業  1,830 万円
●村道橋梁維持事業 12,229 万円

●観光施設等維持管理事業 2,469 万円
●村道新設改良事業 2,310 万円
●森林環境譲与税事業 1,873 万円

教育委員会
●小学校費無償化 650 万円
●中学校費無償化 424 万円
●高等学校就学助成事業 1,080 万円

●外国語指導助手派遣事業 1,090 万円
●学校給食事業 1,291 万円
●スクールバス委託事業 2,778 万円

令和 7 年度一般会計予算

27億 8,580 万円を可決

令和 7 年度 予算総括表
会　　計　　名 令和7年度当初予算額 令和6 年度当初予算額 増減額 増減率

一般会計 27 億 8,580 万円 25 億 3,575 万円 2 億 5,005 万円 9.90%

特別会計 6 億 2,401 万円 6 億 4,675 万円 △ 2,274 万円 △ 3.5%

国民健康保険 2 億 3,548 万円 2 億 6,192 万円 △ 2,644 万円 △ 10.1%

国民健康保険診療所 1 億 1,320 万円 1 億 1,513 万円 △ 193 万円 △ 1.7%

介護保険 2 億 1,122 万円 2 億 1,053 万円 69 万円 0.30%

介護保険サービス事業 90 万円 83 万円 6 万円 8%

後期高齢者医療 6,318 万円 5,832 万円 486 万円 8.30%

公営企業会計 2 億 7,313 万円 3 億 6,740 万円 △ 9,427 万円 △ 25.7%

簡易水道事業 1 億 3,903 万円 2 億 2,567 万円 △ 8,664 万円 △ 38.4%

浄化槽事業 1 億 3,409 万円 1 億 4,172 万円 △ 763 万円 △ 5.4%

合計 36 億 8,294 万円 35 億 4,991 万円 1 億 3,303 万円 3.70%

当初
予算

前年度比前年度比
3.53.5％増％増
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※数値は万円単位に調整してあります。千円以下切り捨て。

議会費
4,394万円
1.6％

総務費
9 億 948 万円
32.6％

民生費
3 億 2,894 万円
11.8％

衛生費
1億 4,513 万円
5.2％

農林水産業費
1億 715 万円
3.8％

諸支出金・予備費
1億 2,297 万円
4.4％

公債費
3 億 1,946 万円
11.5％

教育費
2 億 2,558 万円
8.1％

消防費
1億 5,506 万円
5.6％

商工費
6,852 万円
2.5％

土木費
3 億 5,953 万円
12.9％

歳出
一般会計

基金繰入金など
1億 7,689 万円
6.4％

本年度借入予定額
（村民会館（仮）他）
5 億 2,050 万円
18.7％

国・県からの補助金
2 億 344 万円
7.3％

歳入
一般会計

国からの交付金
12 億 7,073 万円
45.6％

横浜市から交付さ
れるお金と道志村
応援寄付金など
2 億 2,004 万円
7.9％

村税

地方交付税

国庫、
県支出金

寄付金

繰入金

村債

その他

皆さんに納めていただくお金
1億 8,253 万円
6.6％

その他※
2 億 1,167 万円
7.5％

※その他の内訳
・繰越金 8,000 万円
・使用料及び手数料 3,392 万円
・諸収入 1,722 万円
・分担金及び負担金 550 万円
・その他の交付金、他 4,583 万円
・地方譲与税 2,920 万円

27億8,580万円
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1/30

町
村
議
会

一
期
議
員
研
修
会

　
山
梨
県
自
治
会
館
に
お
い
て
「
地
方
議
会

の
基
礎
知
識
」
と
い
う
演
目
で
元
全
国
都
道

府
県
議
会
議
長
会
事
務
局
長
内
田
一
夫
氏

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

①
議
会
の
構
成

②
議
会
の
運
営
と
は

③
発
言
を
め
ぐ
る
留
意
事
項

④
質
問
と
質
疑

⑤
政
治
倫
理
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁
止

と
い
う
演
目
で
講
演
が
あ
り
、
一
期
議
員
と

し
て
こ
れ
か
ら
の
議
員
活
動
を
進
め
て
い
く

上
で
非
常
に
た
め
に
な
る
講
演
で
し
た
。

2/7

第
40
回
山
梨
県
市

町
村
自
治
講
演
会

　
山
梨
県
立
文
学
館
に
お
い
て
山
梨
県
市
町

村
振
興
協
会
主
催
の
自
治
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
皆
様
、
知
っ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
田
崎
史

郎
氏
を
招
い
て
「
日
本
政
治
の
舞
台
裏
」
と

言
う
演
目
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

45
年
余
り
と
い
う
長
き
、
取
材
に
お
い
て

田
中
派
を
は
じ
め
与
党
、
野
党
多
く
の
政
治

家
の
取
材
を
し
て
き
た
経
歴
を
持
ち
、
テ
レ

ビ
の
報
道
番
組
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
取
材
を
し
て
い
く
上
で
の
政
治
家
と
の
付

き
合
い
も
あ
り
、
裏
話
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

講
演
い
た
だ

き
時
間
の
た

つ
の
を
忘
れ

聞
き
入
り
、

今
後
の
議
会

活
動
を
す
る

上
に
お
い
て

非
常
に
た
め

に
な
り
ま
し

た
。

1/23

南
北
都
留
郡
町
村
議
会

正
副
議
長
連
絡
協
議
会

視
察
研
修

　
丹
波
山
村
、
小
菅
村
で
の
視
察
研
修
に
参

加
し
ま
し
た
。

　
丹
波
山
村
役
場
庁
舎
で
は
議
会
事
務
局
か

ら
説
明
を
受
け
、
徒
歩
に
て
古
民
家
を
改
装

し
た
、
カ
フ
ェ
＆
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

の
あ
る
、
T
A
B
A
C
A
F
É
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
小
菅
村
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
事
業
の
事

業
化
お
よ
び
ド
ロ
ー
ン
配
送
導
入
に
よ
る
地

域
活
性
化
に
向
け
た
取
組
み
を
し
て
い
る
、

エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
の
近
藤
健
斗
さ
ん
よ
り
取

り
組
み
内
容
の
説
明
を
受
け
、
ド
ロ
ー
ン
の

試
験
飛
行
で
は
着
陸
後
に
荷
物
の
配
送
手
順

を
確
認
し
先
進
的
な
技
術
を
目
の
当
た
り
に

し
今
後
の
取
り
組
み
に
大
い
に
期
待
し
、
本

村
に
お
い
て
も
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
ま
し
た
。

ドローンを囲み記念写真

講演前の会場

議会
活動報告
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2/18

部
活
動
の
地
域

移
行
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
山
梨
県
立
大
学
飯
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
山
梨
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
部

活
動
の
地
域
移
行
〜
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

移
行
を
考
え
る
〜
」
に
総
務
文
教
常
任
委
員

会
5
名
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
萩
原
智
子
氏
（
ス
ポ
ー

ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
元
競
泳
日
本
代
表
）
に
よ
る

「
導
き
〜
ス
ポ
ー
ツ
と
の
出
会
い
か
ら
〜
」

と
題
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
ま
で

の
練
習
方
法
、
恩
師
、
周
り
の
人
と
の
か
か

わ
り
方
、
気
持
ち
の
持
ち
方
な
ど
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
域
移
行
の
先
進
地
で
あ
る
、

新
潟
県
佐
渡
市
、
青
森
県
む
つ
市
の
事
例
発

表
が
あ
り
地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

2/4
3/12

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
道
志
中
学

校
で
行
わ
れ
て
い
る
15
の
提
言
の
実
現
に
向

け
次
の
2
点
に
つ
い
て
企
画
検
討
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

［
中
学
３
年
生
に
よ
る
村
へ
の
提
言
］

①
絵
馬
の
作
成
販
売

交
通
安
全
、
合
格
祈
願
、
縁
結
び
等
の
絵

馬
の
作
成
と
設
置
場
所

・
作
成
に
つ
い
て
は
制
作
会
社
に
お
願
い
す

る
。（
絵
柄
は
村
の
観
光
名
所
）

・
絵
馬
掛
け
の
作
成
と
設
置
場
所
の
選
定
。

（
議
会
、
村
当
局
、
賛
同
し
て
く
れ
る
住
民
、
村

内
事
業
所
）

・
短
期
で
終
わ
ら
せ
ず
、
長
期
的
に
観
光
振

興
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

②
ラ
ッ
プ
作
成

・
作
曲
依
頼
、
観
光
P
R
方
法

・
卒
業
生
に
作
詞
・
作
曲
依
頼
中

（
道
の
駅
等
観
光
施
設
で
の
ビ
デ
オ
放
映
等
）

　
早
期
に
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

中学生の作成絵馬

取
り
組
む
上
で
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

等
の
紹
介
が
あ
り
、
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た

が
現
在
は
成
功
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
本
村
に
お
い
て
も
速
や
か
に
移
行
で
き
る

よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

パネルディスカッション

2/18

建
設
厚
生

常
任
委
員
会

　
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
は
2
月
18
日
に
委

員
会
を
開
き
観
光
施
設
（
名
所
）
の
維
持
管

理
状
況
を
議
員
全
員
で
視
察
す
る
こ
と
に
決
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議会
活動報告

トンネルの中にて

3/12

国
道
４
１
３
号
道
志
バ

イ
パ
ス
１
号
ト
ン
ネ
ル

︵
仮
称
︶
工
事
現
場
視
察

　
村
長
、
議
会
議
員
で
1
号
ト
ン
ネ
ル
工
事

視
察
に
行
き
ま
し
た
。

Ｑ
道
志
体
験
農
園
運
営

事
業
の
今
後
は

果
樹
試
験
圃
場

貸
農
園
の
利
用
者
が
当
初
１
０
０
区

画
近
く
あ
り
ま
し
た
が
、
近
年
30
区

画
以
下
の
為
、
道
志
村
の
新
た
な
特

産
品
の
開
発
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
目
の
拡
大
を
目
的
に
体
験
農

園
の
圃
場
を
活
用
し
、
果
樹
（
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、
桃
）
等
を
試
験
的
に

栽
培
し
村
民
に
参
加
し
て
も
ら
い
栽

培
講
習
を
行
い
技
術
の
向
上
を
図
り

遊
休
農
地
の
解
消
に
つ
な
げ
た
い
。

Ａ Ｑ
広
報
事
業
広
報
誌
の

配
布
に
つ
い
て

期
間
を
決
め
郵
送

自
治
会
加
入
者
に
対
し
て
は
現
行
通

り
自
治
会
か
ら
配
布
を
行
い
ま
す
。

加
入
し
て
い
な
い
世
帯
に
関
し
て
は

郵
送
を
行
わ
な
い
事
と
し
、
や
ま
ゆ

り
セ
ン
タ
ー
、
道
志
の
湯
、
道
の
駅

等
に
配
置
し
て
あ
る
物
を
持
っ
て
行

く
事
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
面
の

間
は
郵
送
を
行
う
と
い
う
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

Ａ

め
3
月
4
日
の
全
員
協
議
会
で
観
光
場
所
の

視
察
を
兼
ね
て
清
掃
を
行
う
事
を
決
定
し
ま

し
た
。

　
実
施
日
は
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
４
月

15
日
と
し
、
今
回
の
施
設
の
場
所
は
す
で
に

委
員
会
で
下
見
し
た
雄
滝
雌
滝
、
二
里
塚
、

的
様
を
行
う
事
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
定
期
的
に
維
持
管
理
の
状
況
を
視

察
し
、
環
境
整
備
を
行
い
観
光
客
が
安
全
に

楽
し
め
る
施
設
造
り
に
努
め
ま
す
。

　
東
部
建
設
事
務
所
吉
田
支
所
（
支
社
所
長
）

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
請
負
業
者
（
Ｊ
Ｖ
共
同

企
業
体
）
に
よ
る
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

工
事
の
進
め
方
、
工
法
な
ど
を
聞
き
な
が
ら

ト
ン
ネ
ル
の
奥
の
方
ま
で
行
き
ま
し
た
。
貫

通
ま
で
残
り
3
ｍ
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
現
場
は
土
砂
が
多
い
た
め

に
、
3
種
類
の
補
助
工
法
を
用
い
て
施
工
す

る
と
言
う
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
は
山
梨
県
と
長
田
村
長
の
好

意
で
実
現
で
き
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
内
部
を

見
る
と
言
う
こ
と
は
中
々
な
い
の
で
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

的様の遊歩道

的様の現状（3 月 11日撮影）

議
案
等
の
質
疑
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村の自然環境、観光資源の発掘を図りインバウ
ンドにも力を入れ観光客の増加に繋げてほしい。

12 月定例会以降のおもな活動

12 月12 日 15 の提言
12 月 25 日 全員協議会

令和 7 年
1 月 9 日

町村長・町村議長
新年互例会

1 月 14 日
全員協議会
県際広域防災連絡会

1 月 21 日 建設厚生常任委員会

1 月 23 日

南北都留正副議長
連絡協議会

1 月 30 日 町村一期議員研修

2 月 4 日

全員協議会
総務文教常任委員
富士・東部広域環
境事務組合定例会

2 月 7 日 山梨県自治講演会

2 月 18 日

建設厚生常任委員会
部活動地域移行
フォーラム

2 月 20 日 山梨県後期高齢者
医療広域連合議会

2 月 25 日
広報常任委員
議会運営委員会

3 月 4 日 定例会初日
3 月 14 日 定例会最終日

観
光
振
興
の
今
後
は
ど
う
す
る

Ｑ
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

中
で
、
観
光
推
進
事
業
の
推
進
、

観
光
資
源
の
新
た
な
活
用
方
法

の
検
討
を
行
い
、「
道
志
村
官
民

連
携
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略

計
画
」
に
基
づ
き
取
り
組
み
を

行
う
。

Ａ 平
成
25
年
9
月
定
例
会

観光協会、商工会、村内の観光施設と共同で観光 PR 等を行
い、都市との交流人口の増加、地域経済の活性化に努めて
いる。

その結果今は

議会の考え

あの
一般質問は今

おもな
活動

試験飛行のドローン

道の駅どうし
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道
志
村
食
生
活

改
善
推
進
員
会

村民の
声

　昨年 10 月に開催した議会報告会で提案のあった目安箱を、役場・やまゆりセンターの 2 か所に 2 月
14 日に設置しました。定例会中に開けたところ 3 通の投稿がありましたが、1 通については非公開要望
のため記載しません。下記が内容です。今後とも投稿よろしくお願いします。　

質
問
の
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
以
前
、
議
会
が
も
め
て
い
た
こ
ろ
に
、

税
金
を
納
め
な
く
て
い
い
処
理
を
し
て

得
し
た
人
が
い
る
と
の
質
問
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
も
し
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
私
に
も
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
質
問
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
ま
ん
ざ
ら
噓
で
も
な
い
の
か

と
も
思
い
ま
す
。

　
役
場
は
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
と
答

え
た
と
思
い
ま
す
が
議
員
さ
ん
は
給
料

を
も
ら
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
が
ん
ば
っ
て
役
場
に
調
査
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
村
民
は
み
ん
な
不
満
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
議
員
の
役
割
だ

と
思
い
ま
す
。
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ

い
。
い
つ
、
だ
れ
が
、
い
く
ら
し
た
の

か
知
り
た
い
で
す
。（
し
た
の
か
、
う
け
た

の
か
）

（
3
月
4
日
）

令
和
5
年
12
月
・
令
和
6
年
3

月
議
会
に
お
い
て
一
般
質
問
さ

れ
た
事
件
に
対
す
る
回
答
を
求
め
た
内

容
で
す
。
当
局
に
調
査
内
容
の
確
認
を

し
て
い
ま
す
。

Ｑ 村 で は 平 成 22 年 度 に
8,149,380 円もの、突出して
多額の不納欠損処理（何らかの
理由により税金を納めることができ
ないと決定すること）がされてい
ます。その理由は
A  平成 22 年度に 800 万円を
超える不納欠損処理を確認しま
した。当時の行政に重大な問題
があったと言わざるを得ず、当
時の責任者には、大きな法的な
いしは政治的、道義的責任があ
るものと考えます。当時の関係
者への責任追及を検討するとと
もに、村民の皆様に説明する責
任があります。

　
玄
関
中
央
に
香
り
立
つ
よ
う
な
ス
テ

イ
な
目
安
箱
い
い
で
す
ね
、
早
々
投
函

し
ま
す
。
小
さ
く
と
も
き
り
っ
と
光
る

道
志
村
め
ざ
し
て
、
建
設
的
な
投
稿

待
っ
て
る
目
安
箱
。

　
格
好
良
す
ぎ
る
か
な
？　
首
長
を
支

え
、
時
に
は
適
切
な
助
言
と
批
判
を
怠

ら
ぬ
、
二
元
代
表
制
め
ざ
し
て
村
民
一

丸
と
な
っ
て
、
村
造
り
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
か
、

こ
の
目
安
箱
。
最
初
は
投
稿
が
少
な
く

と
も
、
息
長
く
、
こ
の
目
安
箱
が
生
か

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
2
月
21
日
）

村
民
と

の
対
話

で
生
ま
れ
た
目

安
箱
で
す
。
貴

重
な
ご
意
見
を

待
っ
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。 村

の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
の

か
﹁
目
安
箱
﹂

返
信

返
信

当時の質問内容
（令和 6 年 3 月定例会一般質問、議会だより
から抜粋）
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本
会
は
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
を

め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を

始
め
、
休
会
し
て
い
た
期
間
も
あ
り

ま
す
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
現
在
の

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年

度
か
ら
会
員
数
が
減
少
し
、
現
在
9

名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
食
を
通
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
、「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
」「
食
改
さ
ん
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活
に
つ
い
て
学
ん

だ
こ
と
を
実
践
し
、
家
族
や
地
域
の

方
々
へ
働
き
か
け
仲
間
と
の
ふ
れ
あ

い
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
食
習
慣
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
小
中
学
校
料

理
教
室
、
シ
ニ
ア
カ
フ
ェ
、
楽
っ
と

ど
う
し
、
男
性
の
料
理
教
室
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
で
献
立
の
考
案
、
当

日
の
講
師
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
家
庭
訪
問
事
業
と
し

て
、
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と

塩
分
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
年
度
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
、
福
祉
講
座
の
際
に
「
パ
ッ
ク

ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
備
え
と
し
て
実
演

す
る
こ
と
で
大
変
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
私
た

ち
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
本
年
度
、

厚
生
労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
会
員

一
同
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
励
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
研
修
会
等
に
参
加
し
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
み
な
が
ら
、
村

民
の
み
な
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。メンバーの皆さん

表彰状

活躍する
団体紹介

佐さ
と
う藤
美み

ち

こ
智
子
さ
ん

会

長 道
志
村
食
生
活

改
善
推
進
員
会

村
民
の
健
康
を
願
い
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冬
の
寒
さ
か
ら
解
放
さ
れ
、
春
の
息

吹
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
、
村
民
各
位

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
議
会
構
成
と
な
り
早
一
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
議
会
改
革
を
進
め
る
中
で

広
報
・
広
聴
に
力
を
入
れ
、
こ
の
度
、

目
安
箱
を
設
置
し
皆
様
の
意
見
を
幅
広

く
聞
く
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
に
お
き
ま
し
て
も
今
ま
で

以
上
に
、
分
か
り
や
す
く
、
読
ん
で
も

ら
え
る
事
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

（
杉
本
孝
正
）

記
後
集
編

6 月
定例会

6
月
３
日
（
火
）
開
会
予
定

広
報
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
佐
藤　
真
澄

副
委
員
長　
半
田　
博
敏

　
委　
員　
杉
本　
孝
正

　
委　
員　
佐
藤　
広
一

で
同
じ
チ
ー
ム
や
敵
と
し
て
一
緒
に
プ

レ
ー
で
き
た
時
は
と
て
も
嬉
し
く
ど
の
場

面
で
も
教
え
子
に
は
負
け
た
く
な
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
、
そ
の
時
は
か
な
り
無

理
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
気
持
ち
が
あ
る
う
ち
は
現
役
で
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
中
学
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
て

35
年
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
多
く
の
人

と
知
り
合
え
、
一
回
試
合
を
し
た
だ
け

で
も
別
の
場
面
で
会
っ
た
時
も
、
こ
の

間
の
試
合
は
あ
り
が
と
う
と
、
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
今
で
も
友
達
付
き
合
い

を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
ん
な
事

が
あ
っ
た
の
も
自
分
が
一
生
懸
命
や
っ

て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
経
験
を
教
え
子
達
に
も
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
現
在
、
団
員
数
は

減
少
し
て
い
て
、
小
学
1
年
生
か
ら
5

年
生
ま
で
で
9
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
た
い
子
供

が
い
る
う
ち
は
コ
ー
チ
と
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
道
志
ト
ル
ベ

ジ
ー
ノ
Ｊ
ｒ
の
コ
ー
チ
と
し
て
活
動
し

始
め
て
早
十
数
年
が
経
ち
ま
す
。

　

そ
の
間
、
自
分
の
子
供
3
人
も
団
員

と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
道
志
ト
ル
ベ
ジ
ー
ノ
の
一
員

と
し
て
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
活
動
も
人
数
の
減
少
に
よ

り
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
地

元
道
志
村
で
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
監
督
を

し
て
い
る
佐
藤
建
蔵
さ
ん
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
子
供
た
ち
の
指
導
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
正
直
、
自
分
は
割
と
体
は
動
か
せ
る

方
で
今
ま
で
自
分
が
ど
う
や
っ
て
ボ
ー

ル
を
蹴
っ
て
い
る
な
ど
考
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
子
供
達

に
教
え
る
時
に
、
こ
ん
な
感
じ
で
蹴
る

ん
だ
よ
が
通
じ
な
く
て
初
め
て
自
分
が

ど
う
蹴
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
。
そ
れ
が
ま
た
自
分
が
サ
ッ
カ
ー

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

で
と
て
も
良
い
経
験
で
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
し
た
子
供
達
が
大
人
に

な
っ
て
か
ら
、
フ
ッ
ト
サ
ル
や
サ
ッ
カ
ー

サッカー仲間との出会い大切に 杉
す ぎ も と

本 正
ま さ と

人 さん道志トルベジーノJr　コーチ

体育祭で競技する子供たち

宮
下
美
恵
子
さ
ん
（
保
健
師
）
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び
、

「
第
35
回
医
療
功
労
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

祝 受賞

がんばる人
紹介


